
地区別懇談会（日光地区懇談会）意見交換記録 

と き 平成２８年１０月２５日（火）１９：００～２０：１３ 

ところ 日光公民館 ／ 参加者２３人 

番号 参加者からの意見等要旨 町の対応等要旨 

１

明るい町づくり懇談会の話し合いの

内容について、人権問題にこだわり

すぎないで、地域課題に即した話題

や明るい話題なども織り交ぜながら

話を進めていくことができないか。

明るい町づくり懇談会は、様々な問題に

ついて学習していただく機会として開

催している。前年度と今年度は、人権に

ついて学習していただくため、同和問題

をテーマに開催している。 

懇談会の内容や進め方などについては、

実行委員会で意見を集約しながら検討

を行っており、今後も検討を行っていく

こととしている。 

２

旧日光小学校の跡地利用の検討につ

いて、廃校前に利用の方向が決まっ

ていないのは、計画性がないのでは

ないかという意見もあるようだ。 

また、現在検討を行っているが、役

場企画課にも検討に入ってもらって

もよかったように感じる。 

そのような意見もあるかもしれないが、

跡地利用は、住民の利用意向を踏まえ、

十分に時間をかけて検討していく問題

だと考えている。結論を急ぎ過ぎて失敗

してもいけないので、地域の方々に自分

のこととして十分に議論していただき

たい。 

検討の結果、地域住民の手に余るのであ

れば、町で考えてほしいという結論もあ

り得ると考えている。 

検討には、企画課と公民館の両方の立場

にある地域支援担当が参加している。 

３

県道大滝白水線の土砂崩れ対策の進

捗状況は。 

大坂地内の対応については、県道の安全

対策として鳥取県が対応しており、土砂

崩れからいち早く安全対策を実施し、片

側交互通行を確保している。現段階で

は、あまりにも崖が高いため、どんな安

全対策ができるかという結論が出せて

いない。検討にはもう少し時間が必要な

状況にある。 

栃原地内の対応についても、現在、対策

の検討が行われているところなので理

解をお願いしたい。 



４

お試し住宅の整備について、居住す

る者がいなくなった古い家につい

て、持ち主が希望される場合、町で

は買取りや寄附を受けることができ

るか。 

また、居住者がいない古い家を貸し

出すための改修を行う補助はある

か。 

町では、買取りはしていない。 

寄附を受けて、お試し住宅として整備し

た住宅が１棟あるが、基本的には寄附は

受けていない。 

空き家バンクを設けて、物件を紹介して

いる自治体もあるが、本町では不動産の

あっせん等は、民間不動産業者に仲介し

てもらう形を基本としている。 

古く危険が生じるような住居について

は、取壊して地域の駐車場にするなど、

地域の公共利用という方法もあるので

はないかと考えている。補助制度も設け

ているので相談していただきたい。 

５

有害鳥獣対策として、具体的にどん

な対策を実施しているか。 

年々駆除の頭数が増えているため、駆除

等の対策を進めていかなければならな

い。具体的には電柵、ワイヤーメッシュ

柵、檻等の購入補助や駆除に対する助

成、狩猟免許取得に必要な経費の助成を

行っている。また、町が購入した檻の設

置なども行っている。 

６

最近では、猪が集落内にも出てくる

ようになり、人を威嚇することがあ

る。家の近くに檻を設置することは

できないか。 

檻は、猪を餌付けして捕まえるものなの

で、家の近くに設置すると、猪が寄って

来ることになると思われるため、対策と

して適しているかについて疑問はある

が、設置の可否については確認する。 

７

空き家対策の進捗状況は。 今年計画を作成し、特定空き家の所有者

に命令等ができる前の段階に来た。 

11 月から 12 月にかけて危険空き家（特

定空き家）の認定を行うと同時に所有者

への指導、地元で公共利用する場合の除

却費の助成を行っていくよう考えてい

る。もうしばらくお待ちいただきたい。

８

鳥取県立美術館の候補地として伯耆

町も立候補したと聞いたが、進捗状

況は。 

立候補したが、伯耆町は落選となった。



９

少子高齢化が進む中で、様々な困り

ごとが出てきており、対応に困るよ

うなことも多くなってきた。地域の

要望に応えて集落支援員を配置して

いただくことは可能か。 

集落支援員は、特定の集落に配置したの

ではなく、日光地区に配置している。 

また、集落支援員は、集落のこまごまし

た課題解決の支援をするのではなく、活

性化に向けた集落の取組みを外に向け

ていくための支援を行っている。 

日光地区では、環境大学との交流も行っ

ているのでそうした交流を広げていく

ことも有効だと考えている。 

１０ 

旧日光小学校を活用した事業などが

最近多くなっており、いいことだと

感じている。地域としても協力でき

ることはしたいと考えているが、急

な話が多く、地域でそうした行事を

把握していないこともあるように感

じるが。 

行事や人の往来があることは、活力のあ

る証ではないかと思う。公民館や日光地

区協議会で工夫して周知を行っていだ

ければと考える。 


